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大学施設部によるポーチの応急修理工事

が予定されているので、会場設営には臨

機応変な対応が必要になる。参加登録は

ウェブによる事前予約制とし、定員は

15名（現在は20名）とした。イベント

の開催時間は夕方の30分間である。以

下に、これまでに実施した３回の概要を

報告する。

ソトラボの第１回は2022年３月25日

(金)に開催された。鶴見英成助教（現放

送大学准教授）による「インカの旅路、

アルパカ肉の味」は、南米ペルーの高地

で2010年に実施した踏査の写真から構

成したフィルムトークであった。鶴見助

教は考古学の課題として古代における交

通網に関心を持っていたが、文化人類学

者たちとともに現代の高地の村々をめぐ

り、荷を運ぶリャマなどの飼育状況や、

そこに暮らす人びとの様子を間近で見る

ことにした。多数のリャマで編成した伝

統的なキャラバンを実見したり、その移

動ルートの情報を聞いたり、ルート上の

遺跡を訪ねたりする中で、古代の重要な

交易品である黒曜石の産地を新たに見つ

け、交易についての新たな視座を得た。

人びとの衣食住、リャマやアルパカの料

理など、論文には反映されない研究現場

の体験を写真や映像で示し、会場には採

取した黒曜石の実物や、アルパカの毛皮

を手でさわれるよう配置した。

第２回は４月22日(金)に実施された。

松本文夫特任教授による「小石川分館を

外部から観る」と題する建築ウォークで

あった。植物園の日本庭園側から華やか

なツツジに囲われた小石川分館の外観

を鑑賞し、これまでに当館がたどって

きた来歴を振り返った。小石川分館の

建物は明治９年(1876)に東京医学校本

館として現在の本郷キャンパス内に建設

された。1911年には赤門の脇に移築さ

れて史料編纂掛となり、このとき山口孝

吉の改築設計により梁間と塔屋を縮小し

てほぼ現在の姿になった。1969年には

植物園の現在地に移築、1970年に重要

文化財に指定され、2001年から小石川

分館として一般公開されてきた。東京大

学で最古の学校教育施設であり、明治初

期の擬洋風建築の特徴を残す歴史遺産で

ある。２度の移築を経て機能と意匠を少

しずつ変えながら生き長らえた施設であ

る。実物と古写真／図面を見ながら、そ

の「建築の持続」のありさまを通覧した。

第３回は５月27日(金)に実施された。

本学埋蔵文化財調査室の成瀬晃司助教に

よる「小石川御殿の堀遺構」と題する発

掘トークであった。小石川植物園を含む

一帯は、天和元年(1681)頃から正徳３

年(1713)まで、幕府の御殿「小石川御殿」

だった。元禄11年(1698)には西側およ

び北側に拡張され、四周には幅約10間

の堀と土居・石垣・多門が廻り、北西お

よび南西角には隅櫓が築かれた。堀には

千川上水から水を引き、御殿坂側には五

段の瀧があったという。成瀬助教は小石

川御殿の前史、成立、拡張、その後の経

緯を紹介し、自らが関わった発掘の研究

成果を写真と図面で解説した。惣堀位置

の推定図を示し、小石川御殿図（文京ふ

るさと歴史館所蔵）などの古図からその

構成を読み解いた。堀を穿って生じた土

を盛って内側に土塁を築き、その上に塀

を巡らせたのである。現在の風景に重ね

ながら、城郭を彷彿させる御殿の姿に想

いをはせた。

各回ともに活発な質疑応答が行われ、

小規模ながら密度の濃いイベントとなっ

た。ソトラボは博物館のハコモノの概念

を反転する試みであり、施設の内部に集

中蓄積する志向とは逆向きであるように

みえる。しかし外部環境に遍在する知の

痕跡に向き合うという点において、この

試みが博物学の原点に通じていると考え

たい。

（
1
本館特任教授／建築学、

2
放送大学准

教授／アンデス考古学・文化人類学、
3
本学埋蔵文化財調査室助教／日本近世

考古学、
4
本館助教／アンデス考古学、

5
本館特任研究員／金銅仏鋳造）
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図２　ソトラボ第１回のチラシ． 図３　ソトラボ第２回のチラシ． 図４　ソトラボ第３回のチラシ．
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東京大学本郷キャンパスの 弥生・古墳時代
－近年の出土品から－
三木健裕

2021年12月16 日から3日間、文京シ

ビックセンター 1階ギャラリーシビック

において、文京区内の博物館が集合し展

示を行う企画、文京ミューズフェスタが

開催された。本館は東京大学埋蔵文化財

調査室の協力のもと、東京大学本郷キャ

ンパスから出土した弥生時代、古墳時代

の遺物に関する展示を行った。以下では、

展示に関する概要と来館者からの反応を

述べていきたい。

文京区および東京大学周辺は、弥生

時代研究の歴史と深い関わりがある。

1884（明治17）年、旧向ヶ岡弥生町で、

有坂鉊蔵らが弥生式土器第 1 号となる

壺形土器を採集した（正確な出土地点は

不明。本館所蔵、重要文化財）。この発

見をきっかけに、この壺と同様な装飾な

どの特徴をもつ土器を「弥生式土器」、 

さらに弥生式土器が使われた時代を弥生

時代と呼ぶようになった。こうして弥生

式土器第1号の壺は、時代名の定着とと

もに学史的な重要性の高い資料となって

いった。

今回の展示では、近年の本郷構内遺跡

の発掘調査で新たに見つかった弥生・古

墳時代の考古資料を紹介し、旧来の学術

標本と比べることで新たな光を当てよう

と試みた（図1）。これらの考古資料は

東京大学埋蔵文化財調査室に所蔵されて

いる。

第一の資料は、浅野地区工学部武田

先端知ビル地点からの出土品である。

2001 年、弥生時代後期後半の方形周溝

墓 2 基が発掘され、 周溝からは壺形土

器（図2）が、埋葬施設からは 24 点の

ガラス小玉と4 点の赤色石製管玉が出土

した。過去の発掘調査によって、この方

形周溝墓の北側には環濠集落が存在した

ことがわかっており、本地点はその集落

の墓域として評価できる。本館が所蔵す

る弥生土器第 1号壺は、集落をとり囲む

環濠周辺のどこかから出土した可能性が

指摘されている。

第二の資料は本郷地区医学部附属病院

臨床試験棟地点の出土品である。先の浅

野地区から小さな谷を一つ隔てた本郷地

区では、 数十軒の古墳時代前期や中期の

竪穴住居址が見つかっている。今回の展

示では、このうちの 1 軒から出土した

小型土器4点と勾玉を出品した。本地点

の竪穴住居址群の西側には、古墳時代の

墓域も確認されている。以上の考古資料

は、本郷キャンパス周辺に暮らした弥生

時代から古墳時代にかけての人々の生活

を復元するだけでなく、弥生式土器第 1 

号壺をはじめとした旧来の学術標本との

比較検討により、将来の学術研究を進展

させる重要な素材となるだろう。

わずか3日間の展示であったものの、

今回は370名の来館者に足を運んでいた

だいた。本館の展示ブースは会場入口付

近に位置し、アンケートでは来館者の印

象に強く残ったという回答が得られてい

る。今後も文京ミューズフェスタを通し

て、地域住民の方々にさらに本館を周知・

理解いただく活動を継続していきたい。

（本館特任助教／西アジア考古学）

ウロボロス Volume 27 Number 1

図１　文京ミューズフェスタでの展示の様子． 図２　浅野地区の方形周溝墓から出土した壺形土器．

展示紹介
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稀少魚類化石ナカガワニシンの第二標本の発見
佐々木猛智 1・宮田真也 2・籔本美孝 3・中島保寿 4・伊藤泰弘 5

　古い標本を安易に捨ててはならない。

これは博物館では当たり前のことである

が、多くの大学や研究機関では、残念な

がら過去の研究者の標本が廃棄された

り、用済のものとして雑然と扱われてい

る例がある。しかし、重要標本が誰にも

気がつかれずに身近な所に埋もれている

可能性がある。標本の扱いについて注意

喚起を促す事例をひとつ紹介する。

発見の経緯

　総合研究博物館の収蔵庫の奥に眠って

いた古い化石の未整理標本の整理作業中

に珍奇な魚類化石標本が発見された。専

門的な検討の結果、これまでに１個体し

か知られていなかった珍しい魚類の化石

であることが分かり、2022年に論文と

して報告した（Miyata et al., 2022）。

　標本の発見は、論文出版の10年前

（2012年）に遡る。その当時、地史古生

物部門の収蔵庫にはかつて理学部２号館

から移管されそのまま埃を被っていた標

本が山積みになっていた。これらの標本

は、総合研究資料館（総合研究博物館の

前身）が設立される前の標本で、古い標

本では戦前のものからあり、長い間誰も

手を触れておらず、登録や整理もされて

いなかったものである。多くの標本は蓋

の無い紙箱上に剥き出しに置かれてい

た。そのため、地震があれば箱から飛び

出してしまい、他の標本と混同してラベ

ルとの対応が復元できなくなることが容

易に想像できた。佐々木は、1978年の

宮城県沖地震の際に東北大学の標本箱が

ひっくり返り多数の標本が産地不明標本

になってしまった失敗談を聞いていた。

これらの古い標本はすぐに自分が研究す

る訳では無いが、このまま放置していれ

ば標本が同じ運命をたどることが危惧さ

れたため、大学院生の協力を得て少しず

つ個別に袋に入れる作業を開始した。中

島はこの作業中に珍しい魚類標本を発見

し、魚類化石の専門家である宮田に連絡

をとったことがこの研究のきっかけであ

る。

標本の産地

　多くの場合、化石標本の価値は産地情

報にあり、そのため標本の価値は産地を

記録したラベルによって決まると言って

も過言ではない。今回紹介する標本のラ

ベル（図１）に書かれていた情報は以下

の通りである。

　Locality IK2013g1 北海道空知郡三笠町

奔別川沿い露出．Horizon Ⅲa’ Lower part 

of upper Yezo Group．Neogyliakian上

部，Partially upper Turonian，1955. T. 

Matsumoto & T. Omori

　これを日本語表記にすると以下のよう

になる。

　産地 IK2013g1 北海道空知郡三笠町

奔別川沿い露出．層準 Ⅲa’ 上部蝦夷層

群下部．ネオギリアキアン階上部，部分

的に上部チューロニアン階, 1955年松本

達郎・大森保採集

　この記録は当時のラベルの書き方と

しては詳細に書かれている方である。

しかし、この情報だけからは奔別川沿

いということ以外は具体的なことは分

からず地図上に産地を表示できない。

IK2013g1が何処を指すかということが

問題であったが、この地点は採集者の松

本達郎博士の著作を調べることで明らか

になった。1965年のアンモナイトの論

文（Matsumoto, 1965）に露頭番号が

書かれており、このことにより産地はピ

ンポイントで特定された。

　ラベル中に記されているNeogyliakian

Ouroboros
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コレクション紹介

図１　標本ラベル. 松本達郎博士と大森 保氏が1955年に北海道三笠町の「露頭番号 IK2013g1」で採集されたことを示す.
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は現在では用いられていない層序区分で

ある。上部蝦夷層群 層準IIIa’は、最近

の研究では羽幌川層に位置している。産

出するアンモナイトとイノセラムス（二

枚貝）の種構成、松本博士の論文に記載

された産地の情報から、第二標本は、白

亜系上部チューロニアン階から産出した

ものと特定できる。系（system）と階

（stage）は地層の上下関係（層序）を

示す用語であり、地質時代を表すには紀

（period）と期（age）を用いる。従って、

産出年代について言及する場合には白亜

紀後期チューロニアン期（約9000万年

前）となる。堆積環境は先行研究から陸

棚域であることが明らかになっている。

　産地の場所は地図で確認して緯度経度

を入れることも可能になった。この度新

しく作成したラベルでは産地情報は以下

のように表記される。

　北海道三笠市 奔別川沿い 露頭番号

IK2013g1 （Matsumoto, 1965） 43°

16’33”N 141°58’33”E付近 蝦夷層群

羽幌川層 白亜系上部チューロニアン階. 

1955年松本達郎・大森保採集.

第二標本の特徴

　比較検討の結果、この化石はこれま

で１個体（ホロタイプ）しか知られ

ていなかった化石魚類ナカガワニシ

ンApsopelix miyazakii  Yabumoto, 

Hikida and Nishino, 2012の第２標本

であることが判明した。タイプ標本とは

新種記載の基準となる標本であり、タイ

プ標本が複数存在する場合には代表的な

１標本をホロタイプに指定するが、記載

時に１個体しか無い場合はそれがホロタ

イプになる。ナカガワニシンのタイプ標

本は中川町エコミュージアムセンターに

収蔵されており、現在では北海道天然記

念物（地質鉱物）に指定されている。

　標本の状態で特筆すべきことは、化石

が立体的に保存されていることである

（図２）。魚類化石は一般に地層中で押し

つぶされて平面的に保存されるものが多

い。しかし、第二標本は変形が少なく、

骨の配置が細部まで分かる状態で保存さ

れていた（図３）。特に頭部の骨はよく

保存されており、眼窩の後部にはタイプ

標本では十分に保存されていなかった部

分（例：主鰓蓋骨、眼下骨など）を見る

ことができる。そのため、ナカガワニシ

ンの種の特徴をより詳細に定義すること

ができた。体長は37 ～ 39cm程度で、

タイプ標本より10cm程度大きい個体で

あると推定された。

　条鰭綱クロッソグナスス目魚類は海水

魚類の絶滅したグループで，ジュラ紀の

オックスフォーディアン期に出現し、

始新世に絶滅した。アプソペリックス

属には２種が知られており、Apsopelix 

anglicusは北米やヨーロッパの白亜紀

の地層から産出し、もう１種がナカガワ

ニシンApsopelix miyazakiiである。タ

イプ標本は、2004年に北海道中川町の

天塩川の支流から宮崎明朗氏が発見し、

2012年に記載され宮崎氏に献名された

ものである。地層中の産出地点は不明で

あるが、佐久層（チューロニアン）由来

のものと考えられる転石から産出した。

このタイプ産地は三笠地域より約200 

km北方に位置している。

博物館収蔵標本の意義

　化石標本の中には50年や100年に１

個体しか得られないような稀少な種が少

なからず存在する。各地の大学や研究機

関の倉庫の奥に放置されているものの中

ウロボロス Volume 27 Number 1

図２　ナカガワニシンの第二標本. 標本番号 UMUT MV33390. A. 右側面. B. 左側面. C. 腹面. D. 背面. 165 mm x 76 mm x 50 mm.
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新種ナカガワニシン）

Matsumoto, T., 1965. A monograph 

of the Collignoniceratidae from 

Hokkaido Part I .  Memoirs of 

the Faculty of Science, Kyushu 

University, Series D Geology, 16: 1

－80, pls. 1－18.（北海道産コリンニョ

ニセラス科のモノグラフ）

（
1
本館准教授、

  2
城西大学水田記念博物館大石化石ギャ

  ラリー学芸員・理学部助教、
 3

北九州市立自然史・歴史博物館名誉館員、
 4

東京都市大学准教授、
 5

九州大学総合研究博物館准教授

／
1-5

古生物学）

には他にもナカガワニシンと同様の事例

があるに違いない。現在生きている生物

は生存可能な環境さえあれば繁殖して個

体数が増えるが、化石は繁殖できないた

め時間と共に風化や浸食により地球上か

ら失われる一方である。生命の歴史を記

録する稀少な試料を確実に保存すること

が博物館の使命である。

引用文献

　本稿で紹介した内容は主に以下の３編

の論文に記されているものである。

Miyata, S., Yabumoto, Y., Nakajima, 

Y., Ito, Y. and Sasaki, T., 2022. 

A  s econd  sp ec imen  of  t he 

crossognathiform fish Apsopelix 

miyazakii  from the Cretaceous 

Yezo Group of Mikasa Area , 

C e n t r a l  H o k k a i d o ,  J a p a n . 

Paleontological Research, 26 （2): 

213－223. （北海道三笠地域の白亜

紀蝦夷層群から産出したクロッソグ

ナスス目魚類ナカガワニシンの第二

標本）

Yabumoto, Y., Hikida, Y. and Nishino, 

T. , 2012. Apsopelix miyazakii , 

a new species of crossognathid 

fish （Teleostei) from the Upper 

Cretaceous of Hokkaido, Japan. 

Paleontological Research, 16 （1): 

37－46.（北海道の後期白亜紀から

産出したクロッソグナスス目魚類の

Ouroboros
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図３　ナカガワニシン第二標本の頭部骨格の主要部. 第一標本（タイプ標本)には保存されていなかった特徴を見ることができる. 

Miyata et al. (2022: fig. 3C）に基づく. 
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案内
本館展示
特 別 展 示『 空 間 博 物 学 の 新 展 開 ／

UMUT SPATIUM』

会期：2021年11月11日（木）～ 2023

年２月３日（金）

開館日：水・木・金曜日（休日と重なる

場合は振替はせず休館）

開館時間：10：00 ～ 17：00（入場は

16：30まで）

会場：本郷本館展示場

主催：東京大学総合研究博物館

協力：IARU-国際研究型大学連合、株式

会社クリモト

IMT展示
インターメディアテク開館十周年記念特

別展示『極楽鳥』

会期：2023年１月20日から2023年５

月７日

会場：インターメディアテク３階

主催：東京大学総合研究博物館＋レコー

ル ジュエリーと宝飾芸術の学校

特別展示 『被覆のアナロジー ――組む

衣服／編む建築』

会期：2022年11月５日から2023年４

月２日

会場：インターメディアテク２階「GREY 

CUBE（フォーラム）

主催：東京大学総合研究博物館

共催：株式会社Ri Design｜隈研吾建築

都市設計事務所

スクール・モバイルミュージアム
『東大地質図コレクション』

会期：2022年11月29日（火）～ 2023

年３月31日（金）

開館時間：９：00 ～ 17：00

休館日：日曜日・祝日

会場：文京区教育センター２階「大学連

携事業室」

主催：東京大学総合研究博物館

共催：文京区教育センター

問い合わせ先：03-5800-2591（文京区

教育センター）

ニュース
東京大学コレクション未来基金
　本館に収められた膨大な学術標本資料

の保管機能と展示機能の改善を図るた

め、「東京大学コレクション未来基金」

事業を立ち上げました。詳細は本誌６－

８ページをご覧ください。

IMT展示
　インターメディアテクでは、以下の展

示を公開いたしました。

・2021年４月27日～ 2022年９月４日 

特別展示『仏像工学――追体験と新解釈』

・2022年４月16日～ 2022年12月11日 

特別公開『音のかたち――東京大学蓄音

機コレクション』

・2022年４月26日～ 2022年７月18日 

特別展示『プロトログ――山中俊治デザ

インの発生学』

スクール・モバイルミュージアム
　文京区教育センターにて、2022年５

月13日～ 10月31日に『蝶 －魅惑の昆

虫－』を公開いたしました。

小石川分館イベント
　 小 石 川 分 館 で は、 館 外 イ ベ ン ト

『AnnEX Lab.ソトラボ』として、以下

を開催しました。

・第４回 『東大植物学教室が「時計台」

にあった頃』

日時：2022年９月30日（金）、講師：

池田　博（本館准教授／植物分類学）

受賞
　UMAC Award 2022で当館（特別展

示＋出版プロジェクト『蘭花百姿――

東京大学植物画コレクションより』）が

Second Placeを受賞しました。この賞

は、ICOM（国際博物館会議）の国際委

員会の一つであるUMACが大学博物館

とコレクションに関する優れた取り組み

を表彰するものです。また、矢後勝也講

師（昆虫自然史学、保全生物学）が日本

昆虫学会の2022年度「あきつ賞」を受

賞しました（下図）。この賞は昆虫学の

発展に貢献する優秀なウェブサイトを作

成した会員に表彰するもので、当館デー

タベース「UMDB 昆虫」が受賞対象と

なりました。あきつとはトンボの古い呼

び名に由来します。

出版
・『プロトログ――山中俊治デザインの

発生学』

監修：西野嘉章・山中俊治

発行：東京大学総合研究博物館（2022

年１月15日）

・『蘭花百姿――東京大学植物画コレク

ションより』

編者：東京大学総合研究博物館

発行：誠文堂新光社（2022年５月20日）

・『東京大学総合研究博物館動物部門所

蔵 魚類標本リスト(2)』東京大学総合研

究博物館標本資料報告第129号

著者：小枝圭太・上島　励

発行：東京大学総合研究博物館（2022

年６月30日）

本館来館者
　事前に申し込みのあった主な本館来館

者は以下のとおりです（2022年７月12

日～９月29日、敬称略）。

　東京大学教育学部附属中等教育学校、

東京都立上野高等学校、清泉女学院高等

学校、新潟県立国際情報高等学校、福岡

県立嘉穂高等学校、東京都立日野高等学

校、文京区立本郷第二育成室、静岡県立

富士高校、群馬県立前橋高等学校、大阪

府立四條畷高等学校、アトリエFELT花

澤、東洋大学附属姫路中学校・高等学校、

滝川第二高校、福岡県立伝習館高等学校、

子ども未来館、世田谷区立駒留中学校科

学部

ボランティアのご協力
　本館では、2022年４月14日から2022

年９月30日の間、下記15名の方々にボ

ランティアとしてご協力いただきました。

　飯田義重、飯干ユミ、金子清敏、佐藤

れい子、添田禮子、竹下勝人、成岡須美

子、兵頭　勝、舩窪英子、古川真由美、

星　佳子、細野　剛、山田節子、渡邊淳

子、金子清子（敬称略）

　インターメディアテクでは、2022年

４月１日から2022年９月30日の間、下

記16名の方々にIMTボランティアとし

てご協力いただきました。

　伊藤　光、尹　杰、柏　勇希、栢場美

帆、北里萌音、越田勇気、古藤　南、坂

本柚香、永田柊弥、袴田光平、山極瑞夕、

村上七海、森　瑠璃、谷地美翔子、山口

菜月、李　牧（敬称略）

　小石川分館では、2022年４月１日か

ウロボロス Volume 27 Number 1
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ら2022年９月30日の間、下記の１名の

方に小石川分館ボランティアとしてご協

力いただきました。

　成田佳恵（敬称略）

博物館教職員
　2022年４月30日付けで小寺直子事務

補佐員が退職しました。同年５月19日

付けで小枝圭太特任助教が退職しまし

た。同年７月１日付けで塚木千紗乃事務

補佐員が、７月16日付けで渡辺早代技

術補佐員が、８月16日付けで金銀眞学

術専門職員が着任しました。同年８月

31日付けで逸見良道特任研究員が、９

月30日付けで久保泰特任研究員が退職

しました。また、2022年10月１日付け

で野内公一上席係長が柏地区共通事務セ

ンターへ異動して和田妃央一般職員が産

学協創部から当館に配置転換しました。

　現在の博物館のスタッフは以下のとお

りです。

館長
西秋　良宏

研究部
　キュラトリアル・ワーク研究系

　　教　授　遠藤　秀紀

（比較形態学、遺体科学）

　　教　授　海部　陽介

（人類進化学、形態人類学）

　　准教授　池田　博

（植物分類学）

　　准教授　佐々木　猛智

（動物分類学、古生物学）

　　講　師　矢後　勝也

（昆虫自然史学、保全生物学）

　　特任研究員　工藤　光平

（人と動物の関係学、機能形態学）

　博物資源開発研究系

　　教　授　西秋　良宏（先史考古学）

　　教　授　三河内　岳

（惑星物質科学、鉱物学）

　　教授（兼任） 宮本　英昭（惑星科学）

　博物情報メディア研究系

　　准教授　森　洋久（情報工学）

　　助　教　金崎　由布子

（アンデス考古学）

　放射性炭素年代測定室

　　教　授　米田　 穣

（年代学、先史人類学）

　　特任研究員　尾嵜　大真

（年代学、宇宙・地球化学）

　　特任研究員　大森　貴之

（年代学、分析化学）

　　特任研究員　斎藤　誠史

（地球化学、考古科学）

　タンデム加速器分析室

　　教　授　松崎　浩之

（加速器質量分析、同位体地球化学）

　　特任研究員　宮田　佳樹

（考古科学、文化財科学）

　　技術専門職員　土屋　陽子

（加速器質量分析試料調整、分析化学）

　　技術職員　徳山　裕憲

（加速器技術、加速器質量分析）

　小石川分館

　　担当教員・助教　金崎　由布子

（アンデス考古学）

　　特任研究員　永井　慧彦

（彫刻、金銅仏鋳造）

　マクロ先端研究発信グループ

　　特任助教　三木　健裕

（西アジア考古学）

ミュージアムテクノロジー寄付研究部門
　　担当教員・教授　西秋　良宏

（先史考古学）

　　特任教授　洪　恒夫（展示デザイン）

　　特任教授　松本　文夫（建築学）

　　特任助教　白石　愛（博物資源学）

インターメディアテク寄付研究部門
　　ＩＭＴ館長・教授　西秋　良宏

（先史考古学）

　　特任准教授　関岡　裕之

（博物館デザイン）

　　特任准教授　松原　始

（動物行動学） 

　　特任准教授　寺田　鮎美

（文化政策、博物館論）

　　特任助教　菊池　敏正

（文化財保存学）

　　特任研究員　中坪　啓人

（動物学）

　　特任研究員　上野　恵理子

（建築、美術解剖学）

　　顧問（名誉教授）　西野　嘉章

（博物館工学、美術史学）

太陽系博物学寄付研究部門
　　担当教員・教授　宮本　英昭

（惑星科学）

国際デザイン学寄付研究部門
　　担当教員・准教授　森　洋久

（情報工学）

　　特任研究員　大澤　啓

（美学、美術史学）

東京大学特別教授
　　特任教授　諏訪　元

（自然人類学、古人類学）

特招研究員
　　秋篠宮文仁（生き物文化誌学）

　　林　良博（国際動物学）

　　大場　秀章（植物分類学）

　　田賀井　篤平（鉱物学）

　　吉田　邦夫（年代学、考古科学）

　　諏訪　元（自然人類学、古人類学）

＊スタッフは2022年10月現在で掲載
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